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暉

僧

の

交

學

観

i

義

堂

周

信

の

場

合
ー

横

山

文

綱

一

縄
學
研
究
第
五
十

一
號
に
お
い
て
、

暉
櫓
の
文
學
観
を
夢
想
國

師

に
就
い
て
見
た
の
で
あ
る
が
、

そ
の
際
の
因
縁

に
よ
つ
て
そ
の

弟
子
義
堂
周
信
に
つ
い
て
こ
れ
を
見
よ
う
と
思
う
。

五
十

一
號
に
お
い
て
既
に
述
べ
た
如
く
、
暉
は
言
語
同
断
、

心

行
威
滅
の
も
の
で
あ
る
。

故
に
暉
僧
が
文
學
を
學
ぶ
の
は

「
俗
様

を
以
て
習
と
爲
す
」
も
の
で
あ

つ
て
本
來

の
道
と
す
る
も
の
で
は

な
い
が
、

「
姑
く
助
道
の

一
と
爲
す
」
と
い
う
意
味
に

お
い
て
認

め
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
聖

一
國
師
は

「
経
論
を
學
び
て
得
た
る
智
を
ぼ
、
見
聞
萱
知
と
名
く
、
是
れ

は
愚
痴
の
凡
夫
に
封
す
る
智
な
り
、
眞

の
智
に
あ
ら
ず
回
光
返
照

し
て
本
有
の
佛
性
を
知
見
す
、
是
を
恵
眼
と
名
く
、

此

(の
)
恵

眼

を
以
て
見
性
成
佛
す
る
な
り
。」

と
示
さ
れ
て
い
る
。
見
聞
寛
知
を
廣
め
、

又
は
究
め
て
も
輝

の

理
解

(艦
験
と
し
て
)
に
は
何
の
役
に
も
立
つ
も
の
で
は
無

い
と

い
う
も
の
で
あ
る
。
む
し
ろ
暉
は
そ
う
い
う
知
識
、
知
解
を
投
げ

捨

て
去
る
こ
と
を
提
示
す
る
も
の
で
あ
り
、

又
そ
う
し
得
て
始
め

て
琿
の
境
地
を
手

に
入
れ
る
こ
と
の
出
來

る
も
の
と
さ
れ
る
。

縄

檜
は
自
己
の
護
明
、
開
悟
を
第

一
の
眼
目

と
す
る
こ
と
は
當
然
の

こ
と
で
あ
る
。二

義
堂

(法
誰
周
信
毫

船

壽
六
+
六
)
の
時
代

に
到
る
主

般

(俗
子
)
の
人
々
の
立
身
出
世
の
條
件

と
し
て
詩
文
を
學
び
、

俗
學

(支
那
學
)
を
勉
強
し
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
義
堂

の
著
書

の
内
に
も
散
見
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

 印
ち
空
華
集

「
招
二葺
子
玉
一詩

序
」
に
於
て
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こ

　

こ

り

　

　

　

　

そ

　

「
余
途

告
r之

日
。
凡

人
之
宜
レ好

者

道
也
。
上
人
苛

以
γ

　

　

　
　
　

　

　　

ぎ

　

　

　
　

好

レ詩

而
爲
=

道
之
好
一也
。
異
日
必

有
下以
二名
山
鉦
刹
一而
招

タ
タ

ス
ル

テ

ヲ
ノ
ミ
ナ
ラ
ン
わ

㈲

者
上
。
量
止

於
レ以
レ詩

而

已
哉
。」

東
山
子
玉
穿
上
人
に
封
し
て
、

上
人
は
詩
を
好
み
詩
の
才
藝
に

優

れ
て
い
る
か
ら
、

他
日
必
ず
大
刹
名
山
に
招
請
さ
れ
る
で
あ
ろ

　

　

う
と
こ
れ
を
賞
讃
し
、
上
人
も
又

「
色
喜

而
行
」
と

い
う

か
ら

に
は
、

そ
う
言

つ
て
も
別
に
不
思
議
で
な
い
肚
會
通
念
で
あ

つ
た

と
受
け
取
れ
る
。

ソ

フ
ハ

ヲ

チ

セ
ズ

ニ

ノ

㈲

又

「
凡

吾
徒
學
γ
詩
、
則

不
レ
爲
=俗
子

及
第
等
一」
と
義
堂

は
参
學
の
徒
に
垂
示
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
「
俗
子
の
及
第
等

の
爲
に
せ
ず
」
と
い
う
こ
と
は
、

つ
ま
り
俗
子
は
及
第
等
の
目
的

の
爲
に
手
段
と
し
て
當
時
詩
を
學
ん
だ
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。

こ

う
し
た
世
情
の
中
で
向
學
心
に
燃
え
た
若
い
参
學
の
徒
は
こ
の
世

情

に
同
調
し
て
行

つ
た
こ
と
は
事
實
で
あ
る
。

　
　

り

せ

義

堂

は

「
余
告

日

、

今

時

吾

徒

、

不

一一坐

縄

一、

不

=看

経

一、

こ

　

こ

り

こ

　

こ

り

　

但

鰐

コ
馳

外

學

一、

他

日

登

=
獅

子

座

一、

封

一一人

天
衆

一、

説

二
箇

ヲ
カ

レ

チ

ノ

キ

云
⑥

甚

慶
一、
是

乃

佛
法
滅
壷

之
相
也
、
可
γ痛
哉
。」

と
言
つ
て
、
前
途
あ
る
参
學
の
徒
が
そ
の
最
も
中
心
と
す
べ
き
坐

暉
、
看
経
を
輕
硯
し
て
、

唯
く
外
學
を
事
と
す
る
傾
向
を
痛
惜
し

て
い
る
。
或
は
又
、

ほ

　
　

　

　

　

　

こ

　

　

　

「
予

頃

見

一一
暉

中

後

生

不

學

之
徒

一
、
見

下
就

レ
人

乞

γ
詩

贈

=

　

こ

　

　

　

　
　

　

　

　　

つ

　

　

　

　

其

友

一者

、

浸

=
其

名

一匿

二
其

居

一而

弗

レ
顯

。

作

γ
詩

者

置

ル

モ
ノ
ラ

ハ

ω

而
弗
上
レ

問
」

詩
を
作
り
、
詩
情
を
弄
す
る
こ
と
が
流
行
す
る
と
、
作
詩
の
素
養

の
無
い
者
は
流
行
遅
れ
に
な
ら
ぎ
る
を
得
な

い
。

そ
こ
で
以
上
の

様
な
無
作
法
振
り
を
嚢
揮
し
た
と
思
は
れ
る
。

こ
れ
に
よ
つ
て
當

時
の
世
情
が
如
何
な
る
も

の

で

あ
つ
た
か
を

理
解
出
來
る
と
思

う
。又

或
る
時
、
大
椿
周
亨
書
記
が
來
て
義
堂

に
尋
ね
て
い
う
に
、

り
　

　
　

こ

　

　
　

ぜ
　
　

　

　

り

「
頻

被

=

諸

少

年

督

一欲

レ
講

=

左

氏

傳

一如

何

、

余

日

、

の　

　

　

　

　

　
　
　

こ

　

不
レ妨
。
凡

孔
孟

之
書

於
=

吾
佛
學
一乃

人
天
教

之

分

齊
也

ズ
ン
モ

ト
セ

ク

ス

ト
㈲

不
二必

專
門
一、
姑

爲
二助
道
之

一
一耳
。
」

と
答
え
て
い
る
。

師
ち
外
學
を
學
ぶ
こ
と
は
、
佛
教
を
學
ぶ
爲
の

助
道
と
し
て
學
ぶ
も
の
で
あ
る
。

本
質
的

に
は
佛
敏
す
ら
捨
て
去

る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
故
に
非
法
と
し
て
の
外
學
も
當
然
捨

て
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

こ
の
立
場
が
解

つ
て
居
れ
ば
外
學
も
又

繹
書
と
い
う
こ
と
に
も
な
り
得
る
と
述
べ
て

い
る
。

又
秀
嵩
侍
者
の
求
め
に
鷹
じ
て
杜
詩
を
講

じ
、

終

つ
て
後
に
義

堂
は

の　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

「
今

時

學

γ
詩

、

者

專

以

=
俗

様

一而

爲

7
習

、

是

可

レ
戒

也

。

り
　

　

　

ず

　

　

　

　

　
　

　

假

一一
俗
文

之
禮

一、

爲

一一吾

眞

乗

之

偶

一
、

是

則

名

爲

=
善

有

一者

也

。」

と

い

＼
、
詩

を

學

び
詩

を
作

る

こ

と

は
好

い

と

し

て
も

、

そ
れ

が

今

日

に
於

て
は

俗
様

化

し

て

し

ま

つ
て

い
る

こ

と

を
戒

め

て

い
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る
。

俗
様

の
詩
形
を
假
り
表
現
す
る
も
の
は
、
眞
の
大
乗
の
佛
法

で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、

つ
ま
り
偶
頒
が
俗
様
の
中
か
ら
出
て
來
な

け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。

或

る
時
竹
隠
自
嚴
が
待
花
と
費
誼
の
二
つ
の
題
詩
を
義
堂
は
自

慢
し
て
見
せ
た
。

　
　

こ

り

　

　

　

　

　
　
　

「
余
戯
γ
之

日
、
詩

皆
好

　
。
但
此

二
題

不
γ宜
二
於
吾

　
　
　

こ

り

み
　

　

　
　

　

繹

氏
之
詠

{、
因

説
、
今
時
縄
子
作
レ
偶

攣

爲
=俗
人
秀
才
花

　

　

　

　

　

り
こ

め
　

　

こ

の　

鳥

詞

一、

是

可

=
痛

惜

一
也
。

假

今

作

γ
詩

。

當

レ
學

二
輝

租

之

　

ゆ

べ
　

燈

一云
々
」

と
評

し

て

い
る
如

く
、

た

と

い
詩

作

に
優

れ

て

い

て
も

俗

人

同

様

の
花

鳥

の
詞

で

あ

つ
て

は
繹

信

と
し

て
嘆

げ

か

わ

し

い

こ

と

で

あ

る
。

俗

様

の
詩

を

か
り

て
偶

を

作

る

に

つ
い

て
は

、

揮

宗

祀

師

方

よ
り

的

傳

す

る
宗

旨

を

度

外

に
し

て
は

何

に

に
も

な

ら

ぬ

こ
と

を
注

意

し

て

い

る
。シ

テ

ヲ

ス

(目
福
)

ニ

ソ

レ

ノ

義
堂
は
又

「
修
レ
書

寄
一一常
州
月
山
福
書
記
一、
蓋

是

資

中

　

づ
り

こ

こ

　

　

　

　
　

　

身

爲

=
沙

門

一
、

口

護

二
儒
典

一
教

コ
壊

諸

佛

子

之

徒

一令

レ
起

=

邪

　

　

　

　

い　
み
こ

そ

　
　

こ

　
ひ

見

一。

錐

γ
不

レ
足

7
論

而

末

世

附

=

佛

法

一
之

魔

也

。

佛

法

衰

ケ
ン
ヤ

ル

メ

フ

シ
テ
(佐
竹
義
宜
)

セ
バ

ノ

ブ
ヲ

微

之

漸

、

可

γ

不

『
戒

乎

。

請

白

二

大

守

一、

禁

三
止

暉

徒

學

=

ノ

ニ

チ

タ
ラ
ン
ト

ノ

㈹

於
資
中

門
一、
則

佛
種
不
断
之
助
、

其

一
也
。」

の
如
く
唯
に
暉
信
の
學
問
の
心
得
を
読
く
に
停
ら
ず
、

更
に
積

極
的

に
暉
櫓
に
し
て
儒
典
を
講
ず
る
も
の
に
封
し
、

そ
の
講
櫓
の

住
す

る
所
の
大
守
に
向

つ
て
、

講
僧
の
門
下
生
と
し
て
こ
れ
に
學

ぶ
を
禁
止
す
る
様
に
運
動
す
る
こ
と
を
要
請

し
て
い
る
。

こ
㌧
に

義
堂
の
宗
旨
を
律
し
て
い
く
熱
意
を
認
め
ね
ば

な
ら
ぬ
と
思
う
。

こ
の
様
な
義
堂
の
積
極
性
は
、

じ　

　

　

こ

　

　

「
余

講

二圓

覧

経

一、

小

子

雨

三
輩

、

不

γ
臨

二
講

籏

一
、

余

痛

責

り

　

ほ　

　

　　

　

　　

　

　　

　

　

　

而

日

、
自

今

誓

噺

=俗

書

一、

不

γ

然

余

必

聚

一一闊

院

外

典

一
、

テ

ニ

キ

ヲ

テ

セ
ン
ト

ニ
㈲
胃

於

=
中

庭

一而

焚

γ
之

以

供

=天

帝

一
。」

と

い
う

事

件

に

よ

く
表

れ

て

い

る
。

實

際

に
外

典

を

集

め

て

こ
れ

を
焼

い
た

か
否

か

は
解

ら

ぬ
と

し

て
も

、

俗

書

に
親

し
む

こ

と

を

禁

止

し

て
、

固

く

い

㌧
切

つ
た

と

こ

ろ

は
、

義

堂

の
諸

の
文

學

に

封

す

る
本

質

的

な
も

の
が

あ

る

と
思

う
。

(月
.渾
中
圓
)

フ

ノ

ヲ

ニ

ク

ノ

ニ

「
圓
藏
主
、
問
=績
傳
燈

疑
庭

一、

余
因

説
、
今
時

兄

弟

惟

　

　　

こ

　

　

こ

り

　

　
　

こ

俗

書

見

學

、

故

於

二
宗

門

言

句

一如

=
魚

上

フ
木

不

γ
得

二
自

　

　

こ

　

　

り　

こ

　

　

　

　

　

　

在

一、

近

古

尊

宿

、

惟

暉

機

是

参

、

故

有

γ
所

=
警

護

一
多

㈲　
」義

堂
は
俗
書
に
親
し
む

こ
と
の
弊
害
と
し
て
指
摘
す
る
こ
と
は

先
づ
宗
門
の
言
句
に
暗
く
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ

つ
た
。

又

一
面

俗
書
を
學
ぶ
爲
に
、

却

つ
て
宗
旨
に
も
暗
く

な
つ
て
し
ま
う
と
い
ー

う
の
で
あ
る
。

昔
の
尊
宿
方
は
俗
書
な
ぞ
に
眼
を
取
ら
れ
る
こ
と

な
く

一
途
ず
に
暉
機
に
参
じ
た
の
で
あ
つ
た
と
、

こ
の
本
來
の
道

を
忘
却
し
て
し
ま
つ
た
の
で
は
、

輝
信
の
風

上
に
も
置
け
ぬ
も

の

と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
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三

以
上
の
様
な
嚴
し
い
態
度
で
、
俗
書
に
親
し
み
、

俗
學
を
學
ぶ

こ
と
を
固
く
取
締

つ
て
來
た
義
堂
で
あ
る
が
、

そ
の

一
面
に
於
て

俗
様
を
駆

つ
て
形
成
さ
れ
る
輝
文
學
を
容
認
す
る
寛
容
さ
を
持

つ

て
い
た
。
印
ち
、

　

　

　
　
　
こ

　

「
和
訓答

無
得
首
座

見
フ
賀
。

　

　

　

　
　

　

み
そ

　
　
　
そ

へ　

　

敢

將

=文

字

一説

=
西

來

一、

有

r
口

三
紙

壁

不

γ
開

、

テ

ノ
ミ

ノ

ヲ

ル

'

ク

キ

タ
リ

ノ

ヲ

⑯

誤

岬
一一
一
盃

藍
杏
一了
、

無
レ端
惹

得

衆
人

始
」

と
願
し
て
い
る
。
詩

の
意
味
は
租
師
西
來
意
印
ち
暉
の
眞
意
な
る

も

の
は
。
文
字
や
言
説
で
は
説
け
る
も
の
で
は
な
い
。

た
と
え
口

を
裂
か
れ
て
も
つ
む
つ
た
口
は
開
く
も
の
で
は
な
い
。

然
し

一
寸

と
し
た
心
得
違
い
を
し
て

一
盃
の
珍
酒
を
口
に
し
た
爲

に
、
醇
興

に
乗

じ
て
心
な
し
に
、
つ
い
眞
意
を
喋

つ
て
し
ま
つ
た
。

お
蔭
で

人
々

の
笑
を
受
け
る
破
目
に
な
つ
て
し
ま

つ
た

と

い
う

の

で
あ

る
。こ

の
詩

に
お
い
て
義
堂
は
酔
興
に
ま
ぎ
れ
、

心
な
ら
ず
も
口
を

開

い
た
と
い
う
、

師
ち
文
字
言
句
を
酔
興
と
い
う
こ
と
に
し
て
實

は
認
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

そ

り

こ

　

り　

　

　

　

印

ち

「
然

而

由

=
吾

宗

一而

観

γ

之
。

不

γ
立

二
文
字

一而

ヌ

不

γ

レ

ヲ

ト
シ

ヲ

ト
ス

ヲ

ヵ

キ
㈲

 離

二
文

字

一
。

用

=
乎

無

用

噂文

二
乎

無

文

哺而

吾

用

弗

レ
蓋

。
」

と

す

る

の

で
あ

る
。

義
堂
の
論
理
は
不
立
文
字
は
印
不
離
文
字

と
い
う

こ

と

で
あ

る
。
不
離
文
字
が
邸
不
立
文
字
で
あ
る
。

前
者
は
無
文
を
文
と
す

る
こ
と
に
よ
り
、

又
後
者
は
無
用
の
用
と
し
て
成
り
た
つ
と
い
う

も
の
で
あ
る
。

又
そ
の
文
字
に
は
韻
が
あ
る
か
ら
こ
れ
を

律
に
し
て
文
字
を
用

い
る
ま
で
の
こ
と
で
あ
る
と
も
い
つ
て
い
る
。

こ
れ
ら
は
義
堂

の

文
學
に
樹
す
る
根
本
的
な
考

へ
方
で
あ
る
と
思
は
れ
る
。

義
堂
は

俗
學
を
嚴
し
く
取
締
る
と
共
に
、

そ
の
反
面

文
字

の
積
極
的
活
用

に
着
目
し
、

無
用
の
用
と
し
て
文
字
を
有
意
義
に
活
用
す
る
こ
と

は
、

決
し
て
不
立
文
字
の
原
則
に
逆
う
も
の
で
は
な
い
と
し
て
い

る
の
で
あ
る
。

或
る
時
義
堂
は
夢
窓
國
師
の
臨
川
家
訓
三
等
の
弟
子
の
遺
訓

に

準
じ
て
い
う
に

　

　
こ

み

　

　

り

　
　

　

「
吾
聞

雪
下

有
三
二
等

僧
一也
尚

　
。

日
、
上
等
也
擁
レ被

　

り

　
　

こ

　

　

り

　
　

　

り
　

坐

暉
。

日

、
中

等

也

詠

γ

雪

題

γ
詩

。

日

、

下

等

也

園

γ

鎗

説

γ

ヲ
⑯

食
。」

中
等
の
信
は
雲
が
降

つ
た
際
に
、

そ
の
降

つ
た
雪
を
材
料
と
し

て
詩
を
作

つ
て
樂
し
む
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

師
の
夢
窓
が

中
等

の
弟
子
は
坐
繹
象
學
と
さ
れ
て
い
る
の
と
比
較
し
て
、

作
詩

と
い
う

一
黙
に
絞
ら
れ
て
來
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
全
く
義
堂

の

立
場
を
明
か
に
示
し
て
い
る
も
の
と
言
え
る
。

こ
れ
ら
に
よ
つ
て
知
ら
れ
る
こ
と
は
義
堂

は
夢
窓
國
師
の
立
場
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と
異
な
り
、

文
字
印
ち
文
學
に
階

つ
て
俗
學
の
虜
に
な
る
こ
と
を

戒
め
る
、

そ
の
反
面
に
は
文
學
を
積
極
的
に
活
用
し
て
宗
旨
宣
揚

の
助
道
と
し
て
い
こ
う
と
い
う
意
図
を
持

つ
て
い
た
こ
と
が
知
ら

れ

る
の
で
あ
る
。

こ

　

　
　

ら　

こ

　

　
　
　
　

口
頭

読

去

非
=眞
説
一

紙
上

傳
來
量
密
傳

ナ
リ

ノ

シ
テ

ニ

ル
㈲

好

在

西

窓

秋

雨

夜

青
燈
白
髪
封
レ
床

眠

こ
の
詩
に
は
義
堂
の
文
學
に
封
す
る
結
論
が
出

て

い

る

と
思

う
。

口
に
よ
つ
て
、
印
ち
言
葉
で
は
宗
旨
を
説
き
つ
く
す
こ
と
は

出
來
な
い
。

又

一
片
の
紙
に
墨
書
さ
れ
た
傳
書
、
印
ち
印
可
状
す

ら
琿
旨
を
密
傳
す
る
こ
と
は
出
來
ぬ
。

然
し
後
の
三
、
四
句
に
よ

つ
て
「
好
在
な
り
西
窓
杖
雨
の
夜
、
青
燈
白
髪
床
に
封
し
て
眠
る
」

と
文
字
の
無
用
の
用
と
し
て
、

輝
旨
密
傳
の
極
意
を
絵
す
と
こ
ろ

な
く
露
出
し
て
い
る
こ
と
は
最
も
注
意
せ
ら
る

べ

き

も

の

と
思

》つ
。追

記
、
幅
嶋
俊
翁
教
授
の
御
指
導
を
深
謝
す
る
。

(17)(16)(15)(14)(13)(12)(11)(10)(9)(8)(7)

五
山
文
學
全
集
第

二
輯
三
百
十

二
頁

日
工
集
、
鷹
安

四
年
六
月
六
日
の
條

日
工
集
、
鷹
安

二
年

二
月
二
十

三
日

の
條

日
工
集
、
鷹
安
五
年

二
月
十

一
日

の
條

日
工
集
、
永
和
元
年
七
月
八
日
の
條

日
工
集
、
鷹
安

四
年
九
月

二
十

八
日
の
條

日
,工
集
、
鷹
安
五
年
八
月

一
日
の
條

五
山
文
學
全
集
第

二
輯

二
十
四
頁

〃

三
百
五
十
六
頁

〃

三
百
三
頁

〃

九
十
九
頁

b

(2×1)註(6)(5)(4}(3)

空
華
日
用
工
夫
略
集
、
鷹
安
三
年

二
月

二
十

三
日
の
條

と
す
る
)

聖

一
國
師
俣
各
法
語

五
山
文
學

全
集
第

二
輯

三
百
四
十

四
頁

日
工
集
、

鷹
安

二
年
九
月

二
日
の
條

日
工
集
、

鷹
安

四
年
十

二
月
十
六
日
の
條

(
以
下
日
工
集

監


